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【３年生へ】 

３ヶ月 
９月３０日、陰陽道（おんみょうどう）で最も縁起の良い『大安吉日』に、提出された共通テスト

願書１４０部を発送しました。大学受験する３年生にとっては、いよいよ本番が近づいてきました。 

 この１０月は特に、ほぼ毎週末、模擬試験が連続し、その結果を次々と手にすることになります。

中にはいつまでたってもE判定ばかりが続く者も少なくありません。日を追うごとに徐々にプレッシ

ャーも増していきます。さらには廊下や教室の『共通テストまであと○○日』 
なんていうカウントダウン表示を見ると、「あと３ヶ月しかない！」という焦りが増してきます… 

でもね、私はこう思うのです 

「まだ３ヶ月もある！」 
 思い出してください…３ヶ月前は、ちょうど学校祭でした。それから長い夏休みがあり、いわなび

で講習やりましたね。暑いから８月の模試は涼しい場所で受験しましたね。お盆は何をしていました

か？勉強のストレス解消！とか言って、体育大会の練習もしていたでしょう？探究の発表もありまし

た。そして期末考査があって…ずいぶんと色々な事があったでしょう？ 

 それと同じだけの時間がまだ残っているのですよ。その時間とパワーを全て受験勉強に費やせるの

ですから、まだまだイケるような気がしませんか？ 

まだ起こってもいないことを心配して不安になり、 

フリーズするのはやめましょう。とにかく前へ進もう！ 
大切なのは、残された時間を一秒たりともムダにせず、自分のやるべき

事に集中するか…だと思うのです。志望校のレベルを下げるなんて、共

通テスト終わってから決めることです。 

何度も言いますが、『現役は最後まで伸びる』というのは本当です。 

これまで何人も、ここから逆転合格した生徒を見てきました。 

追い詰められてきてから、更にやる者とあきらめてし

まう者…ここから差が付くのです 

頑張れ！３年生！応援してます！ 

                 ５歳娘の気合い→ 

【１，２年生へ】 

合理を追求すると無気力になる 
 夏休み中、私が岩東生に一番オススメしたい本『手紙屋～蛍雪篇』の作

者である喜多川泰（きたがわやすし）さんの講演会に行ってきました。私

が書いている（話している）ことの、およそ半分が喜多川さんから学んだ

ことかもしれません…それくらい大きな学びを得ています。今日は、その

講演内容の一部を、私の解釈も加えて文字起こししてみます。 

『タイパ、コスパ…という言葉に代表されるように、 

最近、合理を追求しすぎていると思います。 

おそらくメディアによって作られた（すり込まれた）価値観です。 

「どうしたら自分が損をせずに済むのか」 

「何でもかんでも最短距離で行うことが最善だ」 
…このような考え方が当然になりつつあります。生徒も同様で…例えば、英語ができるようになるた

めには、とにかく英単語と表現をいっぱい覚えて、英語に触れる機会を増やすこと…これしかないは

ずなのですが、「英語の勉強の仕方がわかりません」と相談に来ます。 

結局は「どうやったら簡単に成績が上がるのか？」この方法を教えて欲しい…と
いうことなのでしょうが、おわかりの通り、 

そんな都合の良い勉強法は存在しないのが事実ですし、そうやって勉強しても、

英語が楽しくなるとは思えません。このような“合理性”ばかりを追求しすぎると、勉強だけでな

く、何事に対しても「必要のないことはやりたくない」というスタンスになってしまいます。 

また、世の中の（周りの）情報、特に「それやって意味あるの？」…この言葉にすごく弱くなりま

す。例えば、自分が好きで絵を描いていたとします。でも、友人から「それって意味あるの？将来何

の役に立つの？」と言われると、「ん？意味？無いかな？？？」と言ってやめてしまう…それを次々

と繰り返すと、何もやる気が起きなくなり、結局ダラダラとムダな時間を浪費する…最近、こういう

人が多くなっていると思いませんか？合理を追求しすぎると無気力になるのです。 

今の世の中を見てください。スマホ一つで何でもできるようになり、AIが発達し…便利、合理の極

致です。でも、だからと言って幸せを感じているか？と言えばそうではありません。つまり、便利を

追求しても豊かにはなっていない…“便利”と“豊かさ”のベクトルは逆方向なのです。』 

岩東は「文武両道」…簡単に言うと“部活も勉強も両方頑張る”と言う意味ですね。
高校生活において、合理だけを追求する…つまり、大学合格、受験勉強、進路実現だけを目的とする

なら、部活動や行事はほとんど意味のない時間になります。でも、そんな学校って楽しいですか？ 

私は部活も行事も好きですし、何より君たちと他愛のないおしゃべりをして笑っている時間が大好き

です。しかし、最近は色々な報道でみられるように、行事の縮小や、部活離れ（生徒も教員も）が全

国的に見られるようで、何だか嫌な感じです…時代の流れなのでしょうか…。 

「合理を追求しすぎると無気力になる」この言葉、まさに言い得て妙だと、こんなことを考えてしま

いました。 

岩東進路指導部だより 

第５号 2024.10．3 

文責 進路指導部長木村 

 


